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幼児 (女) 「なりたい。」―一どうしてかな?――「.…」―― どうして大人になりたいかな?一
―「看護帰さんになりたいから。」一一へえ~,どうして看護婦さんがいいのかな?一―「わかんな
ヤゝ。」
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小2(女) 「はい。」―― どうしてかな?一―「早 く赤ちゃんが産みたいから。」
大きくなる
小2(女) 「うん,早く大人になりたい。」一一 どうしてかな?一―「.…」一一 どうして早 く大
人になりたいのかな?一―「お母さんやお父さんみたいに早 く背が高 くなりたい。」
死
































































































































































































田丸敏高 1989 子どもは大人になりたいか 鳥取大学教育学部研究報告(教育科学)31-2
子どもの思考における「対」の役割や性格については,ワロンが発見し,詳細に検討している。
Wallon,H,1945,Les origines de la pensoe chez lenfant,滝沢武久・岸田秀(訳)子どもの思考の起源 (上)
明治図書 1968 80204ページ
今回用いた資料は,谷村智恵美が1989年度卒業研究 (指導教官 田丸敏高)に際して収集したものの一部で
ある。分析は,筆者が独自に行った。なお,谷村の卒業論文は,「子どもの大人に関する認識」としてまとめ
られている。
文献(り 445446ページ
本研究報告では,鳥取大学教育学部1989年度卒業生・谷村智恵美氏からインタヴュー資料を提供
していただきました。ここに,御礼申し上げます。
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(1990年4月20日受理)
